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アイデアの説明
　カラスなどの野生動物が人間とトラブルを起こしてしまう原因の一つに、動物達の食べ物が人間
の生ゴミなどから簡単に手に入ってしまうことがあげられます。また、カラスは、余程のことがな
い限り人間に攻撃をしてこない動物にも関わらず、悪いイメージを持たれがちです。これらのこと
を考えた時に、人間と動物がトラブルを起こす原因を減らすと共に、カラスに防犯の役割を与える
ことによってイメージを改善していく、このアイデアに至りました。

防犯カラス ～カラスを地域の目に～

超小型カメラ

映像を役所や警察が管理、分析

映像からカラスが集まりやすい場所などがわかるので、
改善すべき場所を把握できる。

カラスは常に色々な場所にいてどこにいるかわか
らないので不審者が警戒し、防犯に繋がる。

カメラをつけて自由に生活

［具体的な内容］
繁殖期前のカラスの首部分に、超小型のカメラを取り付け、その映像を地域の役所や警察に管理
してもらう。
カメラの映像から、ゴミが不法投棄されている場所や、カラスが集まりやすい ( 野生動物の対策
が不十分 ) なゴミ捨て場などを特定できる。これらの場所を改善していくことによって、地域の治


